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▲
題
名
：
新
造
船
ワ
ン
・
ア
ク
リ
ア（
水
彩
画
）

  

作
者
：
大
石
　
涼

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
は
元
旦
の
能
登
半
島
地
震
か
ら
始
ま
り
、

４
月
に
豊
後
水
道
、８
月
日
向
灘
を
震
源
と
す

る
地
震
に
日
本
列
島
が
揺
れ
た
一
年
で
し
た
。
ま

た
、
夏
は
何
度
も
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
自
然
の

猛
威
を
知
ら
さ
れ
た
年
で
し
た
。
今
年
の
干
支
は

〝
巳
〟。
変
化
す
る
干
支
で
あ
り
、
災
害
か
ら
力

強
く
立
ち
上
が
る
年
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

表
紙
は
、
前
号
に
続
い
て
大
石
涼
さ
ん
の
作
品

で
す
。
瀬
戸
内
の
港
に
係
留
さ
れ
た
新
型
の
コ
ン

テ
ナ
船
。
船
名
は
日
本
語
読
み
す
れ
ば「
ワ
ン 

ア

ク
リ
ア
」。「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ａ
」
は
ラ
テ
ン
語
で「
ワ

シ（
鷲
）
」
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。
大
石
さ
ん

の
作
品
は
ど
れ
も
精
緻
で
、
目
の
前
に
マ
ゼ
ン
タ

色
に
塗
装
さ
れ
た
船
体
が
迫
って
き
ま
す
。

初
夢
の  

な
か
を
わ
が
身
の  

遍
路
行

飯
田 

龍
太
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11
月
27
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
第

3
９
０
回
定
例
県
議
会
は
、
条
例
６
、
補
正

予
算
８
、
意
見
書
１
、
そ
の
他
９
の
24
議
案

を
原
案
可
決
、
伊
方
原
発
３
号
機
の
使
用

延
長
を
や
め
る
請
願
を
不
採
択
と
し
て
12

月
13
日
に
17
日
間
の
会
期
を
終
え
ま
し
た
。

　

な
お
、
国
の
経
済
対
策
補
正
予
算
の
成

立
を
受
け
て
、
議
会
最
終
日
に
追
加
の
補

正
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
同
日
委
員
会
審

議
を
行
い
、
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

1 

条
例

①�

森
林
環
境
税（
県
税
）の
適
用
期
限
を
５

年
延
長
す
る
た
め
森
林
環
境
税
条
例
を一

部
改
正

②�

３
月
２
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
の一体
化
に
伴
う

手
数
料
新
設
な
ど
県
警
察
関
係
事
務
手

数
料
条
例
の一部
改
正

③�

人
事
委
員
会
の
勧
告
に
基
づ
き
職
員
給

与
を
改
定
す
る
た
め
関
係
条
例
を
改
正

ほ
か
３
件
の
条
例
改
正

2 
補
正
予
算

　

12
月
補
正
予
算
は
、
国
の
総
合
経
済
対

策
の
裏
付
け
と
な
る
第
２
次
補
正
予
算
の

成
立
を
見
込
ん
で
追
加
提
案
が
あ
り
、一

般
会
計
５
０
３
億
４
，９
９
５
万
円
、
特
別

会
計
1
億
２
，９
４
９
万
円
、
企
業
会
計

13
億
８
，９
８
７
万
円
と
昨
年
に
続
い
て
大

き
な
補
正
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、こ

の
う
ち一般
職
員
と
特
別
職
の
給
与
改
定
に

伴
う
増
額
は
65
億
２
，４
９
８
万
円（
表
２
）

で
す
。

▼�

当
面
措
置
が
必
要
な
経
費

32
億
３
，６
５
３
万
円

　

国
に
よ
る
児
童
手
当
な
ど
に
係
る
制
度

改
正
や
住
民
税
の
定
額
減
税
に
伴
う
影
響

への
対
応
、
児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
等
の

計
画
的
な
更
新
への
備
え
、県
試
験
研
究
機

議長席に飾られた鉢植えの「紅まどんな」

 
令
和
６
年
12
月
県
議
会
の
概
要

1 エネルギー価格・物価高騰への対応 35億 3,197万円

（1）生活者への支援 8億 8,366万円

（2）中小企業等への支援 15億 2,688万円

（3）農林水産事業者への支援 11億 2,143万円

2 防災・減災対策等の推進 384億 1,905万円

（1）土木施設の防災・減災対策 326億 5,616万円

（2）農林水産施設の防災・減災対策 52億    721万円

（3）その他 5億 5,568万円

区分 職員数 予算額

一般会計 2万 1,708人 53億 6,047万円

一般職員 4,238人 9億 8,620万円

警察職員 2,863人 7億 7,906万円

学校職員 1万 1,701人 27億 9,068万円

会計年度
任用職員 2,906人 8億    453万円

企業会計 2,829人 11億 6,128万円

一般職員 2,116人 7億 5,241万円

会計年度
任用職員 713人 4億    887万円

1 当面措置が必要な経費 32億 3,653万円

2 人事委員会勧告に基づく給与改定 66億 8,170万円

【表1】 12月補正予算の概要
［当初に提案された補正予算］
　一般会計 87億3,313万円　　企業会計 11億8,510万円

【表2】 給与改定と児童手当
1 給与改定　65億2,498万円
　（1）一般職 65億2,175万円
　　　　　　　（一般会計 53億6,047万円）　　　　　　　  企業会計 11億6,128万円

　（2）特別職 323万円
　　　　　　（一般会計 317万円　企業会計 6万円）

2 児童手当　1億5,672万円

【追加提案の補正予算（総合経済対策）】 
　一般会計 416億1,682万円　　特別会計 1億2,942万円
　企業会計 2億478万円
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関
等
の
機
能
強
化
な
ど
、
当
面
措
置
が
必

要
な
経
費
。

▼�

人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
等

66
億
８
，１
７
０
万
円

▼�

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
物
価
高
騰
へ
の
対
応

35
億
３
，１
９
７
万
円

①
生
活
者
へ
の
支
援

・ �

Ｌ
P
ガ
ス
を
利
用
す
る
家
庭
や
事
業
者
の

負
担
軽
減　
　

 （
８
億
８
，３
６
６
万
円
）

②
中
小
企
業
等
へ
の
支
援

・�

企
業
の
生
産
性
向
上
への
設
備
投
資
支
援

（
11
億
円
）

　

�

対
象
は
県
内
に
本
店
・
本
社
の
あ
る
90

社（
個
人
事
業
主
含
む
）。
２
０
０
万
円

以
上
の
設
備
投
資
が
条
件
。
対
象
経
費

の
２
分
の
１（
上
限
１
千
万
円
）を
補
助

し
ま
す
。
４・５
％
以
上
の
賃
上
げ
を
伴

う
場
合
は
、
割
合
を
３
分
の
２（
上
限
１
，

３
３
３
万
円
）に
拡
充
。
支
援
を
望
む
事

業
者
を
公
募
し
、審
査
す
る
方
針
。

・�

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
創
出
・
貯
蔵
に
資
す
る
設
備
投
資

を
支
援　
　
　

 

（
３
億
67
万
円
）　

な
ど

③
農
林
水
産
事
業
者
へ
の
支
援

・�

園
芸
用
中
古
ハ
ウ
ス
の
修
繕
補
強
に
よ
る

有
効
活
用
の
後
押
し  （
１
，２
１
５
万
円
）

・�

畜
産
農
家
の
家
畜
導
入
補
助

（
３
億
８
，９
９
１
万
円
）

　

�

経
営
継
続
に
意
欲
の
あ
る
畜
産
農
家
が
、

繁
殖
用
の
雌
和
牛
・
母
豚
や
搾
乳
用
の
雌

牛
、
肉
用
和
子
牛
、
採
卵
鶏
の
ヒ
ナ
を
購

入
す
る
際
の
経
費
に
つ
い
て
、
定
額
や
２

分
の
１
以
内
な
ど
の
割
合
で
補
助
金
を

支
給
し
ま
す
。
対
象
は
来
年
１
年
間
で
、

各
業
界
団
体
を
通
し
て
申
請
。

・�

原
木
生
産
に
お
け
る
伐
倒
か
ら
運
搬
に
要

す
る
燃
油
価
格
高
騰
分
や
、コン
テ
ナ
苗
生

産
に
お
け
る
資
材
価
格
高
騰
分
を
支
援

（
１
億
４
，４
８
２
万
円
）

・�

漁
業
用
燃
油
や
養
殖
用
配
合
飼
料
価

格
の
高
騰
分
に
対
し
支
援
金
を
支
給　

（
３
億
１
，７
９
３
万
円
）　

な
ど

▼�

防
災
・
減
災
対
策
等
の
推
進

３
８
４
億
１
，９
０
５
万
円

　

国
の「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
等
を
活
用
し
、

次
の
様
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
土
木
施
設
の
防
災
・
減
災
対
策

・�

道
路
整
備
や
橋
り
ょ
う
補
修
等
の
老
朽
化

対
策　
　
　
　

 （
47
億
４
，０
９
１
万
円
）

・�

河
川
の
改
修
、ダ
ム
施
設
の
老
朽
化
対
策

（
１
２
６
億
２
，５
２
４
万
円
）

・�

土
砂
災
害
防
止
施
設
の
整
備

（
63
億
１
，４
１
０
万
円
）　

な
ど

②
農
林
水
産
施
設
の
防
災
・
減
災
対
策

・
た
め
池
の
整
備  （
10
億
５
，９
４
9
万
円
）

・�

林
道
・
森
林
・
治
山
施
設
の
整
備

（
22
億
９
，３
４
３
万
円
）　

な
ど

③
そ
の
他

・�

花
粉
発
生
源
の
減
少
対
策

（
４
，１
７
７
万
円
）

・
地
籍
調
査
負
担
金

（
３
億
９
１
３
万
円
）　

な
ど

3 

意
見
書

　

持
続
可
能
で
強
固
な
食
料

供
給
基
盤
の
確
立
を
求
め
る
意

見4 

そ
の
他

（
１
）�令
和
７
年
度
の
宝
く
じ
発

売
限
度
額（
１
２
７
億
９
，

６
０
０
万
円
）の
決
定
。

（
２
）�南
予
水
道
事
業
団
か
ら
の

公
平
委
員
会
事
務
の
委

託
。

（
３
）�土
木
建
設
工
事
の
負
担
金

額
変
更（
２
件
）の
決
定
。

（
４
）�県
一
般
会
計
補
正
予
算　

第
３
号（
衆
議
院
選
挙
に

伴
う
経
費
）10
億
76
万
円

の
承
認
。

（
５��

）�継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

令
和
５
年
度
決
算
４
件
の

認
定
。
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砥
部
分
校
の
前
身
、
県
立
砥
部

高
校
は
、１
９
４
８（
昭
和
23
）年

定
時
制
普
通
科
高
校
と
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
昭
和
37
年
に
松
山

南
砥
部
分
校
と
な
り
全
日
制
の
工

芸
科
、
家
庭
科
高
校
と
し
て
再
出

発
。
そ
の
後
、
家
庭
科
が
廃
止
さ

れ
、
工
芸
科
を
デ
ザ
イ
ン
科
と
改

称
。
１
９
８
６（
昭
和
61
）年
に
現

在
の
場
所
に
移
転
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
２（
令
和
４
）年
、県
内
に

波
紋
を
広
げ
た
県
立
高
校
再
編

計
画
で
は
、
砥
部
分
校
も
当
初
統

合
の
対
象
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
地
域
住

民
に
よ
る
存

続
に
向
け
た
地
道
な

活
動
、
さ
ら
に
企
業

と
高
校
が
連
携
し

未
来
に
向
け
た
具

体
的
な
プ
ラ
ン
を
提

示
し
た
結
果
、
前
期

計
画（
令
和
５
年
～

９
年
）
中
の
統
合
が

見
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
か

ら
は
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス（
注
１
）

を
新
設
し
、
新
入
生

松
山
南
高
校
砥
部
分
校

地
域
と
と
も
に
、１
０
０
年
目
の
未
来
に
向
け
て

２年生全員が秋季県展デザイン部門に出展します。40枚のB1パネルが
並ぶ教室の景色は壮観です。（令和６年10月）

令和６年度から始動したデジタルクリ
エーション部ゲームクリエーション部
門のひとコマです。株式会社オートク
チュールの職員に指導してもらいなが
ら、scratchでゲームを作っています。

（令和６年10月）

の
定
員
を
２
学
級
80
名
に
倍
増
し
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
、
百
年
目
の
未
来
に
向
け

て
砥
部
分
校
の
挑
戦
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。

　
（
注
１
）ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
コ
ー
ス

　
　
　
　

�

最
新
の
技
術
と
最
新
の
ソ
フ
ト
を
使
って
イ

ラ
ス
ト
、２
D
ア
ニ
メ
ー
シ
ョン
、３
D
Ｃ
G
、

ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
幅
広
く
学
習

し
ま
す
。
現
役
で
ゲ
ー
ム
を
制
作
し
て
い
る

（
株
）オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー

が
対
面
で
授
業
を
し
ま
す
。

令和7年度に新設するゲームクリエーションコースのプレ授業の様子で
す。砥部分校内にサテライトオフィスを設ける株式会社オートクチュール
の社員から、ゲーム制作の指導を受けています。（令和６年２月）
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砥
部
分
校
寮

ト
ベ
リ
エ

　
定
員
45
名
を
予
定
し
た

鉄
骨
造
２
階
建
て
の
学
生

寮
で
す
。
完
全
個
室
で
、

寮
職
員
が
常
駐
し
ま
す
。

　
食
事
は
共
用
棟
の
厨
房

で
調
理
し
た
食
事
を
平
日

の
朝
と
夕
方
提
供
し
、
昼

食
は
別
途
負
担
と
な
り

ま
す
が
砥
部
町
給
食
セ
ン

タ
ー
で
調
理
し
た
食
事
を

希
望
者
に
提
供
し
ま
す
。

と
べ
ぶ
ん
の
学
び

　

砥
部
分
校
で
は
、
ク
ラ
フ
ト
表

現
か
ら
デ
ジ
タ
ル
表
現
ま
で
の
幅

広
い
分
野
の
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
事

が
で
き
ま
す
。
１
年
生
で
は
工
業

技
術
基
礎
、デ
ザ
イ
ン
実
践
、デ
ザ

イ
ン
探
求
、ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
な
ど

デ
ザ
イ
ン
の
様
々
な
分
野
の
学
習

を
幅
広
く
全
員
が
学
習
し
、
自
分

の
特
性
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
ジ
ャ

ン
ル
を
探
り
、
基
礎
的
な
知
識
や

技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。２

年
生
に
な
る
と
、デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

か
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
ま
す
。
３

年
生
で
は
２
年
生
で
選
択
し
た
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
さ
ら
に
深
く

学
習
し
、
自
分
自
身
の
進
路
実
現

に
向
け
て
の
準
備
や
卒
業
制
作
に

向
け
て
の
集
大
成
と
な
る
作
品
制

作
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、２
、３
年
生
で
は
専
門
科

目
と
普
通
科
目
と
の
選
択
授
業
が

設
置
さ
れ
、
受
験
や
資
格
取
得
な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合
わ
せ
て

柔
軟
に
科
目
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
定
員
は
80
名
で
す
。

●砥部町役場

●砥部焼観光センター

砥部焼
伝統産業会館

●

坂村真民●
記念館　

砥部分校
至久万高原町

至広田

至松山市内

砥部中学校●

松山自動車道

●とべ動物園
●運動公園

重信川

県道伊予川内線

砥部分校寮
トベリエ

コース選択の流れ

寮費月額 58,000円

朝・夕
食事付き 完全個室 寮職員

常駐

一部屋
１Ｋ

学校まで
徒歩10分 家具・家電付

各部屋
簡易キッチン付 ユニットバス Wi-Fi完備

平日の朝夕の食事代、
光熱費を含みます。寮
費は、寮運営日数等に
関わらず、毎月同額に
なります。なお、夏季
休業期間（お盆休み）
や冬季休業中（年末年
始）に関しては、寮の
運営を休止します。

公式ホームページ

Instagram YouTube

リアルタイムの

とべぶんは
こちらから
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砥
部
町
と
鶯
歌
区（
注
２
）
は
陶
磁
器
を

通
じ
た
民
間
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
度
一
層
の
交
流
促
進
へ
向
け
て
覚
書
を

締
結
し
ま
し
た
。
締
結
式
に
は
愛
媛
県
か

ら
中
村
知
事
、
三
宅
議
長
等
等
。
台
湾
か

ら
は
新
北
市
副
市
長
等
双
方
の
関
係
者
が

立
ち
会
い
ま
し
た
。
松
山
空
港
か
ら
桃
園

空
港
へ
直
行
便
が
週
３
日
運
航
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
ま
す
ま
す
近
く
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
台
湾
で
す
。
こ
れ
か
ら
観
光
や
文
化

面
で
も
交
流
が
深
ま
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
注
２
）�鶯
歌
区
：
イ
ン
ゴ
ー
。
日
本
語
読
み
は「
お
う

か
」。
台
湾
の
代
表
的
な
陶
器
「
鶯
歌
焼
」の

産
地
。
新
北
市
の
直
轄
区
で
、同
市
の
西
端
に

位
置
す
る
。
人
口
８
８
，０
０
０
人
。

台
湾
新
北
市
鶯
歌
区
公
所
で
行
わ
れ
た
同
区
と

砥
部
町
の
国
際
交
流
覚
書
締
結
式
に
立
ち
会
い
ま
し
た

関係者が署名した記念皿を手した中村愛媛県知事（右）その右に佐川砥部町長。知事の左に朱新北市
副市長、その左に曽鶯歌区長。中央から右側が愛媛県関係者。左側が鶯歌区関係者。

締結式会場には鶯歌焼の作品が提示され、通訳を交えて若い陶工
から熱心に説明してもらいました。写真右から三宅議長、松下。

※発着時刻および機種は予告なしに変更する場合があります。　※天候やその他のやむを得ない理由により遅発・欠航する場合があります。

鶯歌焼をリードする窯元「台
タイ

華
ファ

窯
ヨウ

」で、職員（写真左）
から説明を受ける。（中央）

陶器店や飲食店が立ち並ぶ鶯歌老
ラオ

街
ツエ

。陶器の街だけあって、
道路が陶器（タイル）で作られています。

10/18

松山空港から台湾へ直行便

航空会社 便　名 曜　日 出発時刻 到着時刻

EVA AIR BR109 水・木・日 11:25 13:15

航空会社 便　名 曜　日 出発時刻 到着時刻

EVA AIR BR110 水・木・日 6:45 10:05

松山 → 台北

台北 → 松山

週3便
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▼
兵
庫
県
知
事
選
挙
の
結

果
が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
ま

し
た
。
議
会
か
ら
不
信
任

議
決
さ
れ
辞
職
し
た
斎
藤
知
事
が
、
知
事

選
に
再
び
立
候
補
し
勝
利
し
た
の
で
す
か

ら
、
話
題
に
な
ら
な
い
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。

斎
藤
氏
の
勝
因
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
S

Ｎ
S
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
出
口
調
査
で
は
、
投

票
す
る
際
に
最
も
参
考
に
し
た
の
は「
新

聞
」や「
テ
レ
ビ
」よ
り
、「
S
Ｎ
S
や
動
画

サ
イ
ト
」
だ
っ
た
と
の
こ
と
▼
S
Ｎ
S
や
動

画
サ
イ
ト
の
情
報
は
虚
実
入
り
交
じ
っ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
広
告
収
入
を
目
当
て

に
し
た
投
稿
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今

回
は
、「
パワ
ハ
ラ
」や「
物
品
の
要
求
」は
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
が
で
っ
ち
上
げ
た
も
の
で
、

「
斎
藤
氏
は
被
害
者
。
議
会
や
マ
ス
コ
ミ

の
罠
に
は
ま
っ
た
」と
いっ
た
投
稿
が
拡
散
。

日
雑
日
感

こ
れ
ら
が
追
い
風
と
な
っ
て
、
加
速
度
的
に

斎
藤
氏
支
持
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し

た
▼
し
か
し
、一
人
の
職
員
が
命
を
落
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
実
は
、
何
処
へ
行
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
S
Ｎ
S
は
政
治

参
加
を
促
す
有
効
な
ツ
ー
ル
で
も
あ
り
ま

す
が
、デ
マ
の
拡
散
や
ひ
ぼ
う
中
傷
に
よ
る

影
響
も
残
り
ま
し
た
。
選
挙
と
S
Ｎ
S
の

関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
兵
庫
県
知
事

選
挙
は
大
き
な
課
題
を
残
し
ま
し
た
。

▼
昨
年
５
月
に
あ
っ
た
静
岡
県
知
事
選
で
、

自
民
党
の
女
性
候
補
者
の
応
援
に
立
っ
た

上
川
陽
子
外
相
（
当
時
）
が
「
こ
の
方
を
私

た
ち
女
性
が
う
ま
ず
し
て
何
が
女
性
で

し
ょ
う
か
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

野
党
な
ど
か
ら
一
斉
に
批
判
の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。
批
判
は「
出
産
を
望
ん
で
い
て

も
で
き
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
人
への
配
慮
に

欠
け
る
」
と
い
う
も

の
で
す
。
前
後
の
発

言
を
聞
け
ば「
女
性

パ
ワ
ー
で
知
事
を
誕

生
さ
せ
よ
う
」
と
呼

び
掛
け
た
こ
と
は
誰

に
も
分
り
ま
す
が
、

当
時
上
川
氏
は
初

の
女
性
首
相
候
補
と
噂
さ
れ
て
お
り
、こ

の
問
題
が
足
か
せ
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た

の
か
翌
日
発
言
を
撤
回
し
ま
し
た
▼
価
値

観
や
生
き
方
が
多
様
な
現
在
、
言
葉
の
受

け
取
り
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
そ
こ
で

誤
解
を
恐
れ
て
言
葉
を
慎
め
ば
表
現
は
平

板
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ

そ
し
て
S
Ｎ
S
も
加
わ
り
、
情
報
の
発
信

ツ
ー
ル
が
増
え
た
今
こ
そ
、
自
ら
の
発
言
に

覚
悟
が
必
要
で
す
。
早
々
に
発
言
を
撤
回

し
た
上
川
氏
。
そ
れ
で
彼
女
は
自
ら
を
守

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
子
供
の
頃
、
小
学
校
の
運
動
会
は
10
月

１
日
と
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
運
動
会
が

終
わ
る
と
稲
刈
り
、
秋
祭
り
、
柿
の
取
入

れ
、
そ
の
後
ミ
カ
ン
へ
と
移
り
ま
す
。
当

時
の
砥
部
は
ミ
カ
ン
と
富
有
柿
の
生
産
が

半
々
く
ら
い
。
我
が
家
で
は
柿
を
多
く
つ

く
っ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
▼
こ

の
富
有
柿
、
山
で
食
べ
る
と
こ
と
の
ほ
か
美

味
し
か
っ
た
。
父
は
手
先
が
器
用
で
、ミ
カ

ン
や
柿
を
摘
む
ハ
サ
ミ
で
器
用
に
柿
の
皮

を
む
い
で
く
れ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

小
さ
な
反
っ
た
刃
先
で
、薄
く
薄
く
む
く
。

母
に
言
わ
せ
る
と
根
が
ケ
チ
だ
か
ら
だ
そ

う
で
す
▼
そ
の
父
や
母
は
も
う
思
い
出
の

中
の
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
昔
と
は
父
母

の
い
ま
せ
し
頃
を
云
い
」。
昭
和
初
期
の
川

柳
作
家
麻
生
路じ

郎ろ
う

の
句
で
す
。
昨
年
は
い

つ
に
な
く
夏
の
暑
さ
が
残
り
、
11
月
に
入
っ

て
や
っ
と
秋
の
気
配
が
漂
い
始
め
ま
し
た
。

両
親
が
存
命
だ
っ
た
頃
に
戻
れ
な
い
よ
う

に
、
春
夏
秋
冬
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
た
あ

の
頃
に
は
も
う
戻
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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愛媛県議会議員

松下 行吉  まつした  ゆきよし

〒791-2141　愛媛県伊予郡砥部町岩谷口 135
TEL 089-969-3605　FAX 089-969-3606
Email：matsushita31@iyo.ne.jp
http://www.iyo.ne.jp/matsushita31/

晴走雨読
私の本棚

せ そ ど
い うう く

　

こ
の
本
は
、
妻
子
に
出
て
行
か
れ
た
中
年
男
性
の
物
語

で
す
。
主
人
公
の
仲
上
は
43
歳
の
新
聞
記
者
。
取
材
先

で
知
り
合
っ
た
妻
と
は
３
年
ほ
ど
交
際
し
て
か
ら
結
婚
。

翌
年
子
供
が
生
ま
れ
６
年
が
経
ち
ま
す
。
家
事
・
育
児

は
妻
に
ま
か
せ
て
仕
事
一
筋
。
妻
を
信
じ
切
っ
て
い
ま
し
た

が
、あ
る
日
妻
は
離
婚
届
を
置
い
て
出
て
行
って
し
ま
い
ま

す
。
離
婚
届
の
横
に
は
、
仲
上
の
こ
こ
１
年
間
の
行
状
を

書
い
た
メ
モ
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
男
の
目
か
ら
み
て
、

そ
れ
は
ほ
ん
の
些
細
な
こ
と
で
す
。
離
婚
の
理
由
に
な
る

と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
女
性
が
抱
く
不
満
と
は
こ
う
いっ

た
些
細
な
こ
と
だ
と
、
著
者
が
女
性
で
あ
る
だ
け
に
説
得

力
が
あ
り
ま
す
。
仲
上
は
白
旗
を
揚
げ
、
離
婚
に
応
じ

ま
し
た
。

　

離
婚
し
て
か
ら
１
年
、ご
多
分
に
漏
れ
ず
仲
上
の
生
活

は
乱
れ
ま
し
た
。
心
配
し
た
実
の
妹（
和
歌
子
）が
、
男

性
だ
け
に
家
事
を
教
え
る
学
校
「
山
の
上
の
家
事
学
校
」

を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
時
、和
歌
子
は
仲
上
に
言
い
ま
す
。

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
離
婚
し
て
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
痩
せ
た
し
、

顔
色
も
悪
く
な
っ
た
よ
。
独
身
男
性
は
既
婚
男
性
や
独

身
女
性
と
比
べ
て
も
、
寿
命

が
短
いっ
て
聞
く
よ
」「
わ
た

し
、
嫌
だ
か
ら
ね
。
孤
独
死

し
た
お
兄
ち
ゃ
ん
の
死
体
を

確
認
し
に
行
く
の
」。
妹
の

言
葉
が
身
に
し
み
た
の
か
、

仲
上
は
家
事
学
校
に
通
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

最
初
の
授
業
で
、
校
長
が

仲
上
た
ち
新
入
生
に
次
の

よ
う
に
説
明
し
ま
す
。「
家
事
と
は
、や
ら
な
け
れ
ば
生

活
の
質
が
下
が
っ
た
り
、
健
康
状
態
や
社
会
生
活
に
少

し
ず
つ
問
題
が
出
た
り
す
る
の
に
、
賃
金
が
発
生
し
な
い

仕
事
、
す
べ
て
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
多
く
が
自
分
自
身

や
、
家
族
が
快
適
で
健
康
に
生
き
る
た
め
の
手
助
け
を
す

る
こ
と
で
、
し
か
し
、
賃
金
の
発
生
す
る
労
働
と
比
べ
て
、

軽
視
さ
れ
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
」。
こ
れ
は
、
著
者

か
ら
日
本
社
会
へ
の
警
鐘
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
。
仲
上

は
学
校
で
家
事
を
学
ん
で
い
く
う
ち
に
、
生
活
を
自
分
の

力
で
回
す
こ
と
を
覚
え
、
少
し
ず
つ
人
生
を
取
り
戻
し
ま

す
。
そ
し
て
、
自
分
が
い
か
に
妻
の
心
を
踏
み
に
じ
っ
て
い

た
か
に
気
付
い
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
で
出
生
率
の
低
下
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は

１
９
８
０
年
代
中
頃
。
こ
の
時
期
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
女
性
の
社
会
進
出
は
い
ま
だ

に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
少
子
化
は
、
家
事
に
無
関
心
な
男

性
に
対
す
る
女
性
か
ら
の
警
告
だ
と
思
う
と
腑
に
落
ち

ま
す
。
男
性
が
家
事
を
し
な
い
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

歪ゆ
が

み
が
、
社
会
の
在
り
方
に
想
像
以
上
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
男
性
が
家
事
に
加
わ
れ

ば
、
夫
婦
の
関
係
が
良
く
な
る

こ
と
は
確
実
で
す
。
付
け
加

え
る
な
ら
、仕
事
一筋
だ
っ
た
頃

の
視
野
の
狭
さ
に
気
付
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
家
事
を
す

る
男
性
も
し
な
い
男
性
も
、そ

し
て
、
女
性
に
も
読
ん
で
も
ら

い
た
い一冊
で
す
。

山の上の家事学校
著者：近藤 史恵　　出版：中央公論新社

このレポートは環境に配慮した
FSCR森林認証紙を使用しています
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